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甲斐市議会 バイオマス産業都市構想特別委員会 会議録 

 

 １．開 催 日 時    令和５年９月１１日 

 

 ２．招 集 場 所    甲斐市役所委員会室Ａ 

──────────────────────────────────────────── 

出席委員（８名） 
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          口 孝 之 君          金 丸   寛 君 

         小 澤 重 則 君          松 井   豊 君 

 

欠席委員（なし） 

 

傍聴議員（３名） 

   議  長  赤 澤   厚 君          若 尾 彰 子 君 

         谷 口 和 男 君 

──────────────────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

生活環境部長 相 川 泰 史 君 
脱 炭 素 社 会 
推 進 室 長 伊 藤   敦 君 

エ ネ ル ギ ー 
政 策 係 樋 渡 瑞 幹 君   

──────────────────────────────────────────── 

職務のために出席した者の職氏名 

議会事務局長 山 岡 広 司 書 記 森 田   公 

書 記 深 澤 隼 人   

 

審査内容 

１ 貯木場内集積木質チップの移動について 

２ その他 
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開会 午後 ４時００分 

 

○書記（深澤隼人君） 改めまして、こんにちは。 

  ただいまよりバイオマス産業都市構想特別委員会を開会いたします。 

  本日の委員会は、初めに、委員長よりご挨拶をいただき、引き続き委員長の進行により議

事を進めてまいります。 

  それでは、次第の２、委員長挨拶、加藤委員長よろしくお願いいたします。 

○委員長（加藤敬徳君） 皆さんこんにちは。 

  本会議の後、お忙しいところ、ご参集ありがとうございます。 

  緊急の特別委員会でございますけれども、議事がスムーズに進行するようにご協力お願い

いたします。 

  では、よろしくお願いします。 

  ただいまの出席委員は８名です。定足数に達しておりますので、これよりバイオマス産業

都市構想特別委員会を開会します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（加藤敬徳君） なお、本日は委員外議員の傍聴を許可しますのでご承知おきくださ

い。 

  質疑は委員の質疑を受けた後に、傍聴議員の質疑を受けたいと思います。 

  それでは、これより次第３、内容に入ります。 

  １、貯木場内集積木質チップの移動についてを議題といたします。 

  担当より説明を求めます。 

  伊藤脱炭素社会推進室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） お疲れさまでございます。 

  脱炭素社会推進室から、現在、甲斐双葉発電所燃料供給用貯木場内に集積している木質チ

ップについて、燃料供給管理事業者から木質バイオマス発電所用地内に移動するとした内容

の連絡がありましたので、ご報告をさせていただきます。 

  資料の１ページをお願いいたします。 
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  １、移動期間になります。 

  令和５年９月27日、移動を開始し、12月末頃には移動が終了する予定でございます。 

  ２、移動する木質チップ量につきましては、現在、貯木場内に保管されています約3,800

トンになります。 

  ３、移動目的になります。 

  本年10月から開始されます発電所燃料試運転及び11月から開始されます商業運転に伴う

燃料使用のほか、燃料安定供給の観点から、11月の商業運転開始後に迎える年末年始の木

材供給業者等の休暇に伴う燃料搬入量減少に備え、発電所用地内のチップの在庫を増やすこ

とを目的とします。 

  あわせまして、９月26日から発電所に従業員が24時間常駐するため、発電所用地内への

木質チップの移動により、木質チップ保管体制の一層の強化を図ることを目的とします。 

  ４、木質チップ移動場所になります。 

  別紙をお願いいたします。 

  木質チップ保管場所につきましては、チップ倉庫の東側の点線で囲まれた箇所になります。

ピンクで塗り潰された箇所の右側、点線で囲まれたところになります。 

  資料の１ページにお戻りください。 

  ５、移動先での保管期間。 

  保管期間に関しましては、令和６年１月中を予定しているところであります。 

  ６、防火体制になります。 

  貯木場に保管している木質チップに関しては、順次木質バイオマス発電所に運び出すこと

になりますが、移動が完了する12月末頃までは、発電所場内及び貯木場の２か所で保管す

ることになりますが、それぞれの保管場所での防火体制については、次のとおりになります。 

  まず、木質バイオマス発電所場内ということになりますが、（１）としまして、峡北消防

本部の指導に基づく木質チップ集積配置の実施になります。 

  ２ページをお願いいたします。 

  木質チップの１つの集積山の面積を最大200平米とし、高さを４メートル以下、山同士の

離隔を３メートル以上確保します。 

  （２）としまして、定期的な温度測定の実施並びに必要に応じた攪拌作業及び散水の実施

になります。 

  木質チップの集積山に対し定期的な定点温度測定を実施し、集積山に高温部が発見された
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場合など、必要に応じて、ガス抜きのための攪拌作業及び散水を行い、温度調整を図ります。 

  （３）として定期的な巡視の実施になります。 

  ９月26日から木質バイオマス発電所で従業員が24時間常駐するため、定期的な巡視を実

施します。 

  次に、貯木場内での対応になります。 

  貯木場内での対応は、現在実施しているものでありますが、継続した対応になります。 

  （１）としまして、峡北消防本部の指導に基づく木質チップ集積配置の実施になります。 

  既に、木質チップの１つの集積山の面積を最大200平米とし、高さを４メートル以下、山

同士の離隔を２メートル以上確保します。現在、事業者管理面から３メートル以上の離隔を

確保しているところでございます。 

  （２）として、定期的な温度測定の実施並びに必要に応じた攪拌作業及び散水の実施にな

ります。木質チップの集積山に対し、定期的な定点温度測定を実施し、集積山に高温部が発

見された場合など、必要に応じてガス抜きのための攪拌作業及び散水を行い、温度調整を図

ります。 

  （３）としまして、夜間投光器、監視カメラの設置になります。 

  夜間に木質チップの発火が発生した場合を想定して、十分な作業及び監視ができるよう夜

間常時点灯での投光器を設置し、併せて監視カメラの設置による24時間の監視を行い、異

常が生じた場合は、担当者が現場に急行する体制を構築します。 

  ７、その他になります。 

  バイオマス発電所は１日に240トンのチップを消費するため、木質チップを長期貯蔵する

ことはないものであり、順次消費する予定であります。 

  以上で、脱炭素社会推進室からの報告とさせていただきます。 

  よろしくお願いいたします。 

○委員長（加藤敬徳君） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  ここで、委員並びに職員各位に申し上げます。 

  質問は一問一答とし、また質問、答弁は簡潔、明瞭にしていただけますようお願い申し上

げます。 

  それでは、質疑等ありましたらお願いします。 

  長谷部副委員長。 
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○副委員長（長谷部 集君） 幾つか確認をお願いします。 

  このチップを移動させるのは、この発電事業者の職員が自ら行うのかどうか。あそこに置

いてある重機なり、トラックなり、そういうものを使って、あそこの職員が行うのか、その

辺をちょっと確認をお願いいたします。 

○委員長（加藤敬徳君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） チップの移動に関しましては、燃料供給事業者が移動

することになります。また、必要に応じて、作業車のリースをするというようなお話を聞い

ているところでございます。 

○委員長（加藤敬徳君） 長谷部副委員長。 

○副委員長（長谷部 集君） そうなると、何か委託先とかということじゃないので、常時、

日常的な業務として、そこの職員が行っていくということは、今置いてある貯木場から、本

当に徐々に毎日少しずつ発電の場所のほうに移動されていくということだというふうに私は

考えるわけですけれども、そうなると、実際にこの移動が終わったかどうかとかという管理

とかというのは、市のほうでするのがちょっと難しくなるかなという懸念もありますので、

発電事業者のほうには、今現在どのぐらい、毎日の報告ではなくてもいいとは思うんですけ

れども、どのぐらいの量が今は移動されているよと、貯木場のほうには今残りどのぐらいで、

実際に発電で使われているのがもうこのぐらいだから、残りはどのぐらいだよというような、

経過だけは後で分かるような、そんな記録を取るような、そして定期的に市のほうにも報告

ができるような、そんなふうにお願いをしたいと思いますけれども、その辺はいかがでしょ

うか。 

○委員長（加藤敬徳君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 移動につきましては、あくまでも計画ということにな

りますが、事業者のほうから計画書のほうの提出をお願いしようというふうに思っていると

ころであり、それによって進捗状況の確認を事務局としてもさせていただきたいというふう

に考えているところでございます。 

○委員長（加藤敬徳君） 長谷部副委員長。 

○副委員長（長谷部 集君） その中で、今度は消防署の関係なんですけれども、消防署のご

意見をいただきながら進めていくということで、もう幾つか指示はもらっているということ

なんですけれども、それが実際その指示どおりにされているかというのは、消防署は定期的

に確認をしに来る予定になっているのかどうか、その辺はいかがでしょうか。 
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○委員長（加藤敬徳君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 消防署がちょっと定期的に実際現場に赴くかどうかと

いうことに関しては、今現在、消防署のほうの確認は取っていない状況でありますが、消防

署に提出しました届出書の写しを、私たちのほうでも事業所のほうから提出していただきま

して、私たちの目でも、実際そのような消防署の届出のとおりのような山の集積状況がなっ

ているかどうかというものは、確認させていただきたいというふうに考えています。 

○委員長（加藤敬徳君） 長谷部副委員長。 

○副委員長（長谷部 集君） 消防署のほうが定期的に来ることが確約ができていないような

状況だということですので、ぜひとも市のほうで担当者が定期的に目で見ていくという方向

しかないと思いますので、またその辺も、今後のこの委員会の中で報告をしていただければ

と思います。実際に今、火災というものが発生した経緯がありますので、その辺だけはちょ

っと慎重にしていただきたいなというふうに思います。 

  あともう一点ですけれども、貯木場に残っている状況のことですけれども、これは前回の

委員会でもご説明があった夜間の投光器であるとか、監視カメラとか、そういったものはず

っと、貯木場のチップがなくなるまではあの状況を継続していくというふうに考えてよろし

いんでしょうか。 

○委員長（加藤敬徳君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 貯木場内での防火体制に関しましては、引き続き夜間

の投光器の設置、また監視カメラの設置を引き続き行うというような報告を聞いているとこ

ろであります。 

○委員長（加藤敬徳君） よろしいですか。 

  長谷部副委員長。 

○副委員長（長谷部 集君） ありがとうございました。 

  今の説明で、私のほうとすれば、特に問題はないかなと思いますので、引き続き注視をし

ながらしっかりと管理をしていただきたいと要望させていただいて、質問を終わりにさせて

いただきます。 

  ありがとうございました。 

○委員長（加藤敬徳君） ほかございますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） この間、現場を見せてもらいましたが、そこに積んであるのがここに
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ある3,800トンという理解でいいですか。 

○委員長（加藤敬徳君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 貯木場に貯留してある木質チップの量が3,800トンと

いうことになります。 

○委員長（加藤敬徳君） よろしいですか。 

  ほかございますか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 先ほど長谷部議員との発言とも重なるんですけれども、先ほどバイオ

マスのことで２人の議員から発言があったのですけれども、第１点が、11月から本格的な

操業をすると。そして、安全対策も十分に行うと。そして、市でも定期的な状況を行うとい

うことで、もう大丈夫だよということだと思いますけれども、やっぱり市民の皆様に、11

月が何日かは分かりません。11月１日なのか25日なのか分かりませんけれども、そういう

ことを市民の皆さんに広報とかを通じて、安心をしてもらうためにも連絡する。特にその周

りの、火災も起こしたことですから、近隣の皆様にはこういうことでこうやって操業して、

大丈夫だよということを丁寧に説明していただきたいなと思っております。 

  そんなことで、どのようにそれを伝えるか、ちょっとお願いしたいと思います。 

○委員長（加藤敬徳君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 現在、発電事業者におきまして、発電所近隣の自治会

のほうには、定期的な回覧文書等の作成をしていただく中で、進捗状況の報告のほうをして

いただいているところであります。 

  今後とも、継続的に事業の進捗をお伝えするような、自治会に対しても回覧等のほうを作

っていただきたいというふうに考えているところであります。 

○委員長（加藤敬徳君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） そうすると、回覧は10月からということですか、広報とかは。行う

のは。 

○委員長（加藤敬徳君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） その点に関しましては、事業者のほうにも確認しなけ

ればならないところでありますが、現在、試運転のほうを引き続き継続的にしているところ

でありますので、その試運転の結果に基づきまして、事業開始、商業運転開始が確定がなっ

た時点で、一度近隣自治会のほうには、回覧のほうをしていただきたいというような要望の
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ほうも、私たちのほうからさせていただきたいというふうに考えています。 

○委員長（加藤敬徳君） よろしいですか。 

○委員（ 口孝之君） はい。 

○委員長（加藤敬徳君） ほかございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（加藤敬徳君） なければ委員の質疑を終了します。 

  続いて、傍聴議員の質疑を許します。 

  谷口議員。 

○議員（谷口和男君） 市民に知らせる言うことで、もう一個不安に思っているのが、有害物

質が出ないかいうことがあると思うので、協定結びますよね。環境保護協定、公害防止協定、

それが結ばれたら、また市民に提示していただけるのかちょっと伺いたいんですけれども。 

○委員長（加藤敬徳君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 環境基本協定のほうに関しましては、現在締結に向け

て、業者との打合せを検討をさせていただいているところであります。また、協定が締結し

ましたときには、何らかの形で周知のほうについては検討をさせていただきたいと考えてい

ます。 

○委員長（加藤敬徳君） よろしいですか。 

  ほかはございますか。 

  若尾議員。 

○議員（若尾彰子君） その協定のことで、ちょっと１点確認させていただきたいんですけれ

ども、11月から商業運転が開始されるということなんですが、締結はその後ということで

しょうか。 

○委員長（加藤敬徳君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 環境基本協定の締結につきましては、商業運転開始前

に締結をさせていただきたいと考えているところであります。 

○委員長（加藤敬徳君） よろしいですか。 

  ほかはよろしいですね。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（加藤敬徳君） なければ傍聴議員の質疑を終了します。 

  次に、（２）その他に入ります。 
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  委員より脱炭素社会推進室関係でお聞きしたいことがありましたら、お願いいたします。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（加藤敬徳君） ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（加藤敬徳君） なければ以上で脱炭素社会推進室関係のその他を終了します。 

  引き続き、次第４、特別委員会関係のその他を行います。 

  委員より特別委員会関係でその他、何かありましたらお願いいたします。 

  ないですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（加藤敬徳君） なければ、続けて事務局よりありましたらお願いいたします。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（加藤敬徳君） じゃ、なければ、その他を終わります。 

  以上をもちまして、本日の日程は全て終了しました。 

  これをもちまして、バイオマス産業都市構想特別委員会を閉会します。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ４時１６分 


